
本堂入り口でお守りなどを授与している

金倉寺鶏足山
宝幢院

訶利帝堂（かりていどう）

本堂の隣に建つ、訶利帝母尊
を祀ったお堂。金倉寺で生まれ
た智証大師は霊感が強く、今
でいう大霊能者であった。大師
が5歳の時、目の前に訶利帝母
尊が現れ、大師への衛護を伝
えたといわれる。訶利帝母尊と
は鬼子母神のことで、500人の
子を持ちながら人の子をさらっ
て食べていたが、改心し後に
仏となった。

大黒天像

境内に点在する七福神の中で
もひときわ目立つ金色の大黒
天で、本堂の前に置かれてい
る。元はほかの像と同じく石肌
をあらわにしていた。おみくじ
に付いている1.5㎝角の金箔
を、願いを唱えながら像に貼る
とご利益があるということから、
多くの人の願いを受け止めて、
石造りの像は今やきらきらと輝
いている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第76番 金倉寺
●香川県善通寺市金蔵寺町1160 
☎0877-62-0845
●宿坊／なし

第77番 道隆寺
●香川県仲多度郡多度津町北鴨1-3-30    
☎0877-32-3577 
●宿坊／なし

　天台寺門宗の宗祖・智証大師円珍が誕生し
た地として知られる。善通寺より半世紀近く古
い宝亀５年（７７４）、智証大師の祖父にあたる
和気道善が一堂を建立、道善の子の宅成が道
善寺と名付けた。智証大師は唐から帰国した
後、故郷であるこの寺に滞在し、唐の青龍寺を
模した伽藍を造営。自ら刻んだ薬師如来を本
尊として安置した。その後、延長６年（９２８）、
醍醐天皇の勅命により、地元の郷名「金倉」を
とって金倉寺と改められた。
　また、明治31年（１８９８）から約３年間、善通
寺第十一師団長を務めていた乃木将軍が客
殿を仮住居としていた。今でも寺には将軍愛
用の品 が々残されている。

　最盛期には広大な境内に１３２坊を有し
ていたが、幾多の兵火によりすべて焼失。無
事だったのは、智証大師が唐へ渡る前に両
親に贈った自画像と本尊のみである。
　現在の本堂は昭和の時代に再建されたも
の。本堂を正面にして左を向くと大師堂があ
り、中には智証大師像とともに弘法大師の像
も安置されている。「大師」の称号を得ると
いうことは当時の最高の名誉で、智証大師
と弘法大師は「讃岐の五大師」に数えられ
ている。境内には、子授け・安産の神様とし
て「おかるてんさん」の愛称で親しまれてき
た訶利帝母尊（かりていもそん）の御堂や、
かわいらしい七福神の像もある。
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智証大師ゆかりの歴史ある寺

御詠歌／まことにも神仏僧をひらく
れば真言加持の不思議なりけり
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／天台寺門宗
開基／和気道善

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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盛衰を繰り返した境内だが、今はとてものどかな雰囲気
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県立桃陵公園

多度津町の街並みと海が一望
できる小高い丘の上に広がる
公園で、春になると約2,500本
ものソメイヨシノが咲き乱れる
桜の名所。秋には萩、冬には椿
などで彩られる景観は、香川新
50景及び香川のみどり百選に
選定されている。展望台からは
瀬戸内海を見渡せ、四季それ
ぞれの童謡で時を告げるメロ
ディー時計の「カリヨン」は公
園のシンボル的存在。
香川県仲多度郡津町桃山
金倉寺から北西へ4.5Km
0877・33・1113（多度津町産業課）
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